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２   計画の位置づけ・目標年次・対象区域 

 

 

「千代田区緑の基本計画」は、都市緑地法第４条第１項に規定される「緑地の保全および緑化

の推進に関する基本計画」です。千代田区における緑とオープンスペースの確保に関する具体的

な指針として、目指す緑の方向性、緑の配置、施策展開等を体系的に定めています。 

本計画は、「千代田区基本構想・基本計画」、「千代田区都市計画マスタープラン」を上位計画と

し、「千代田区景観まちづくり計画」等の関連計画と整合を図り改定したものです。併せて、東京

都が定める緑施策に関する計画と整合を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 緑の基本計画の位置づけ 

＊1：東京都と区市町村の合同策定 

＊2：東京都・区市町で策定 

 

 

  

１ 計画の位置づけ 

・千代田区地球温暖化対策 

地域推進計画 

・ちよだ生物多様性推進プラン 

・千代田区景観まちづくり計画 

・千代田区道路整備方針 

千代田区緑の基本計画 

・第３次長期総合計画「基本構想」 

・ちよだみらいプロジェクト 

千代田区第３次基本計画 2015 

東京都が定める緑に関する計画 

・都市づくりのグランドデザイン 

・都市計画区域の整備、開発及び 

保全の方針 

・緑確保の総合的な方針＊1 

・都市計画公園・緑地の整備方針＊2 ・千代田区都市計画マスタープラン 

・千代田区公園・児童遊園等 

整備方針 

・豊かな緑を育むための都市 

緑化植物ガイドライン 

・千代田区緑化推進要綱 
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本計画の上位計画である「千代田区都市計画マスタープラン」にあわせ、本計画は、概ね 20年

後を展望するものとし、目標年次を令和 22（2040）年頃とします。 

 

 

 

千代田区全域を計画対象区域とします。 

また、皇居を中心に豊かな緑が一体的に保全さ

れている「千代田」、「皇居外苑」、「北の丸公園」

（いずれも町丁名）を除く千代田区全域を、緑化

重点地区（都市緑地法第４条第２項第８号に規定

する「緑化地域以外の重点的に緑化の推進に配慮

を加えるべき地区」）とします。 

なお、今後本計画に基づき、緑化地域が指定さ

れた場合はこの限りではありません。 

 

 

 

  

２ 計画目標年次 

３ 計画対象区域 

計画対象区域と緑化重点地区範囲 

Administrator
テキストボックス
ー2ー



 

34 | 千代田区緑の基本計画 

本計画の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑 が つなぐ 

人・まち・未来 
 

緑によって、人とまちの関

係性を深め、暮らしを豊か

にし、世界に誇る緑豊かな

首都東京の形成を先導する 

①大骨格を形成する緑の保全 

②地域にふさわしい区民に愛され

る緑地の創出 

③質の高い緑の創出と継続的な質

の向上 

⑤企業等と行政の連携によるきめ細

やかな緑のネットワークの形成 

⑥緑のまちづくりへの区民等の参

画機会の創出、バックアップ 

⑦変化に応える柔軟なマネジメン

トの構築 

基本理念 計画改定の視点 
（千代田区における今後の緑施策のあり方） 

④都市の強靭性を高めるオープン

スペースの整備 
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基本方針 将来像 

２．空間をつなぐ 
賑わいや快適さが続く緑のネットワークの構築 

３．安心をつなぐ 
都市の強靭性と持続性を高める緑の創出 

４．人とまちの縁
えん

をつなぐ 

誰からも愛される 

都市のサード・プレイスとなる緑の創出 

５．未来につなぐ 
緑の質を維持・向上させていく仕組みの構築 

１．歴史をつなぐ 
千代田区の歴史が育んできた 

緑の拠点の保全・活用 

６．緑とのつながりを創造する 
地域に合った区民・企業参画の仕組みの構築 

将来像Ⅰ 

内濠リングと外濠リングを 
基盤とする構造的な 

ネットワーク 

将来像Ⅱ 

暮らしの安心を支え、 
人々に愛される身近な緑 

将来像Ⅲ 

まちと人の変化を 
捉えて模索する柔軟な 

緑のマネジメント 
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将来像の実現に向け、６つの基本方針に基づき、施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 施策の体系 

章 ５ 第 将来像実現に向けた施策の展開 

１．歴史をつなぐ 
千代田区の歴史が育んできた
緑の拠点の保全・活用 

1-1 大骨格の緑の保全 

1-2 内濠リング周辺の利用性向上 

1-3 外濠リングの形成 

1-4 歴史的に重要な緑の保全 

２．空間をつなぐ 
賑わいや快適さが続く緑のネ
ットワークの構築 

2-1 歩いて楽しい歩行・滞留空間の形成 

2-2 生物の移動等に配慮した、美しい景観を創る緑のネットワークの形成 

2-3 風格ある河川沿いの景観形成に寄与する緑づくり 

2-4 道路の再編に応じた緑の創出 

３．安心をつなぐ 
都市の強靭性と持続性を高め
る緑の創出 

3-1 雨水の流出抑制機能を有する緑地等の整備 

3-2 神田川の流域治水対策の推進 

3-3 災害時に機能する緑の整備 

3-4 暑熱環境の緩和、エネルギー消費軽減のための緑化推進 

4-3 地域の歴史や文化に触れる空間づくり 

５．未来につなぐ 
緑の質を維持・向上させていく
仕組みの構築 

5-1 整備した緑地の質を維持・改善し続けていく体制づくり、支援 

5-2 区民・企業等が主体となる緑の維持管理、運営 

5-3 緑地整備時における維持管理体制の構築 

６．緑とのつながりを創造する 
地域に合った区民・企業参画の
仕組みの構築 

6-1 区民等の緑に関するニーズの継続的な把握 

6-2 地域の状況に則した緑の活動体制の構築 

6-3 緑に関わる区民等を増やしていくための普及啓発 

6-4 他自治体との連携の構築 

6-5 緑に関するデータ分析と分析結果に基づく取組展開 

4-1 まちづくりと連携したオープンスペースの創出 

４．人とまちの縁
えん

をつなぐ 

誰からも愛される都市のサー
ド・プレイスとなる緑の創出 

4-2 公共施設におけるオープンスペースの創出 

4-4 公園等の整備、リニューアル 

4-7 緑化の推進 

4-6 暫定空地における利用促進 

4-5 公園の機能向上、拡充 
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３   安心をつなぐ 
－都市の強靭性と持続性を高める緑の創出－ 

 

 

① 河川周辺における緑被地の保全、緑化充実による保水機能の保全拡充 

・内濠、外濠、神田川、日本橋川等の河川等の周辺においては特に、集中豪雨等発生時の浸水被

害を軽減するため、雨水流出を抑制する対策として、緑被地の保全や緑化充実による保水機能

の保全拡充に取り組みます。 

 

② 雨水浸透・貯留機能を発揮する緑被地の確保 

・都市公園の新規整備や公開空地の創出時には、緑被地の確保を促進し、雨水浸透・貯留機能を

発揮する緑の空間を広げていきます。 

 

③ 都市公園再整備時における雨水浸透・貯留機能の拡充 

・都市公園の再整備時には、緑被地の確保に加えて、レイン

ガーデン等の雨水貯留・浸透施設の設置を図ります。 

 

④ 雨水浸透・貯留施設の設置促進 

・雨水流出抑制施設設置の要綱の運用や、企業等が主体とな

った開発等における、雨水浸透・貯留施設の設置を促進し

ます。 

 

 

 

① 神田川流域における雨水浸透・貯留施設の設置推進 

・神田川流域豪雨対策計画等に基づき、神田川の上流から下流までの関係各区市の連携による流

域治水対策を推進します。具体的には、公共施設と大規模民間施設への雨水浸透・貯留施設の

設置を指導するとともに、小規模民間施設に対しても設置への積極的な支援を図ります。 

  

１ 雨水の流出抑制機能を有する緑地等の整備 

２ 神田川の流域治水対策の推進 

ECOM駿河台の屋上庭園 
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① 都市公園における防災関連設備の整備 

・災害時、一時的な避難場所として区内の都市公園が機能するよう、防災広場等の必要設備の整

備を検討していきます。 

 

② 公共空地における避難場所等としての必要機能の整備に向けた連携、支援 

・区内の公開空地も、都市公園と同様、区民に身近で貴重なオープンスペースであることから、

災害時、一時的な避難場所として機能するよう、必要な整備に向けて連携・支援を図っていき

ます。 

 

③ 地域と連携した避難訓練の場とする等のソフトの取組支援 

・災害時に備えた地域における避難訓練など、ソフトの取組みの場としても都市公園や公開空地

を有効活用するとともに、必要な支援を行います。 

 

④ 感染症発生時に過密を防ぐための公園利用 

・感染症の流行によって過密を防ぐ必要が生じた際における、公園の柔軟で多様な活用の可能性

について検討していきます。 

 

  

３ 災害時に機能する緑の整備 
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① ヒートアイランド対策助成の運用 

・ヒートアイランド現象を緩和する屋上緑化や壁面緑化、敷地内緑化を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② クールスポットの創出 

・快適に歩くことのできる屋外環境を創出するため、沿道

緑化を推進していきます。 

・オープンスペースを確保することで、東京湾から吹き込

む風、運河沿いの風の流れを取り込み、後背地へと送り

込む風の道を創出していきます。 

・公園や駅周辺等にドライ型ミストの設置を誘導し、クー

ルスポットの創出を図ります。 

 

 

③ 企業等との連携による企業ビルの緑化に関する情報発信、普及啓発等の推進 

・企業等のビル等における緑化を促進するための情報発信、普及啓発を、官民で連携して推進し

ます。 

 

  

４ 暑熱環境の緩和、エネルギー消費軽減のための緑化推進 

高木が創出する緑陰 

屋上庭園「KITTEガーデン」 壁面緑化 
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